
はじめに

社会の世界化が進むにつれて，国境を越え，

日本語教育も異なる文化の理解と世界平和の

ための言語学習への転換を迫られている。

よって，国際交流の促進につながる日本語教

育にとって，学習者のニーズの多様化を考慮

しつつ，文化理解，コミュニケーション能力

の養成が特に注目されるようになっている。

西華大学でも従来の言語教育理論と言語教授

法では，コミュニケーション能力養成など学

習者のニーズに応えられなくなってきている。

現カリキュラムの改訂，副教材開発，・スト

ラテジーの応用，文化指導など効果的かつ特

色ある指導方法などの課題に直面している。

本稿では西華大学の日本語教育改善のため，

カリキュラム，使用教科書，日本語能力試験，

課外活動などについて調査し，今後の課題に

ついて検討を行った。

西華大学の変革

西華大学（以下西華大）は中国 川省成都

市にあり，前身は 年に創立された 川工

業学院であった。 年に成都師範専門学校

（ 年創立）と統合し， 川省政府所属

年制総合大学となった。 年に渡る歴史の中

で，工学，理学，経済，文学，教育などの

学部， の専門教育コースが設置されてきた。

西華大の理念である 求是・明徳・卓越 を

踏まえ，「科学精神」と 人文精神 の観点か

ら人材養成，研究に取り組み，創造的人材育

成を目指している。 ヶ国 大学と学術交流

協定を締結しており，また，アメリカの 州

立大学とは「 」 というツィニン

グプログラムを締結し，学生の教育の充実を

図っている。

現在教職員数は約 名で，そのうち，

教授，助教授は 名程度である。中国全土

から学生募集を行っており，学生数は約 万
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人である。外国人留学生受け入れ資格を有し

ているが，現在留学生の受け入れは行われて

いない。

川工業学院が創立された当時，外国語は

ロシア語のみであった。その後中国の経済発

展につれ，英語と日本語が導入された。当時，

外国語教師は社会科学学科に属していた。

年，外国語学部が設置され， 年制の英

語学科が始まった。 年， 年制となり，

年，英語修士課程と日本語学科が設置さ

れ，英語専攻の大学院生と日本語専攻の学生

を募集し始めた。

外国語学部は外国の言語，文化，社会につ

いて教育，研究し，高い言語能力を有する人

材を養成することを目的とする。現在，英語，

日本語，ロシア語の 言語があり，教職員数

は 名である。英語専攻，英語専攻大学院，

日本語専攻がある。 年制専攻に加えて，

年制の英語教育専攻も継続されている。現在，

学生数は 名で，そのうち，英語専攻

名（大学院生 名），日本語専攻 名， 年

制英語専攻 名が在籍している。

日本語学科設立

西華大では 年代から第 外国語として

の日本語教育を始めた。 年，中国が

に加入以降，中日間において，経済，文化，

貿易，科学技術などの多分野にわたる交流が

拡大し，トヨタ，イトーヨーカー堂をはじめ

とする の日系企業が 川省に合弁会社及

び事務所を設立している。中国の内陸部にお

いて， 川省は日本と経済交流が最も盛んな

省となりつつある。このような経済情勢の変

化に伴い，高い言語能力を備えた人材のニー

ズが高まりつつあるが，このような社会の

ニーズに呼応し， 年には，日本語学科が

設置され，毎年 名の学生募集を行い，専攻

としての日本語教育が行われるようになった。

日本語学科の教育目標は，日本語能力養成

および高い言語運用能力を有し，日本文化，

社会を理解する人材を育成することである。

現在，日本語教師 名（日本人教師 名）が

指導に当たっている。日本語教師は，日本語

専攻以外の日本語すなわち学部生の第 外国

語，英語専攻向の第 外国語としての日本語

教育も担当している。現在，第 ，第 外国

語の日本語履修者数は，毎年約 名いる。

しかし， 年 月以降，教師と学生数の割

合および大学の教育重点などが配慮され，

年制専攻募集は取りやめ，英語専攻募集定員

数も毎年 名（専攻 名，大学院生 名）

に削減することが決まっている。その結果日

本語の学習者も減少することになる。

学生のレベルも年々上がってきている。日

本語を専攻する学生は国家統 試験に合格し，

なおかつ英語も大学が設定するレベルに到達

しなければならないという卒業要件があるが，

日本語科設置当初は，英語レベルは英語専攻

の学生よりやや低い程度であった。しかし，

近年，社会における日本語人材需要が高まる

に連れ， 年以後，英語専攻の学生とほぼ

同レベルの学生が入学するようになってきて

いる。

日本語教育の現状

中国の大学の学事暦は，毎年 月から 月

である。 年生以上は 月初旬，新入生は中

旬から授業を開始する。 月末から 月末ま

でが夏休み， 月末から 月末までが冬休み

である。

西華大では，上（前期），下（後期）の

学期制で， 学期の授業時間は 週間である。

日 時限（朝 時限，午後 時限，夜間

時限）行う。学生数の増加に伴い教室数が不

足しているため夜間も授業を行っている。今

学期，筆者の 精読 授業（表 ） コマ全

てが夜間だが，次学期には夜間には開講しな

い。授業は コマ（ コマ 分）行うが，
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分間の休憩を挟む。外国語学院の専攻学生の

授業はマルチメディア教室で行っている。外

国語学院の建物にはマルチメディア教室が

教室あり，ひとつの教室には 席ある。

クラスあたりの受講者数は 名 名であ

る。
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日本語専攻教育カリキュラム（資料

表 ）

専門日本語教育は基礎（ ・ 学年）と上

級（ ・ 学年）の 段階に分かれ，「聞く・

話す・読む・書く」の 技能養成と「翻訳・

通訳」の専門日本語教育が主な指導内容と

なっている。そのうち，「精読」は入門から

の基幹科目にあたり，教科書は，「新編日本

語」を使用している。これは「専攻日本語教

学大綱」（以下「大綱」）に従って編纂された

教科書で，日本語力の養成，向上を図る目的

で， 年生から 年生までの 年間で，全

巻を終了する。「大綱」とは中国国家教育委

員会に設けられた日本語教育指導委員会に

よって作成された日本語指導要領のことであ

る。

学年 名の学生は クラスに分かれ授業

を行っている。 ・ 学年の 精読 は語彙，

文法，内容，読解から成り，語彙，文法は中

国語で説明する。 コマごとに 課ずつ進み，

語彙，文法，内容の説明，練習問題，読解を

表 時間割 例（筆者担当科目）

時間 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

午

前

： ： 文法

： ：

： ： 精読 精読 精読

： ：

午

後

： ：

： ：

： ：

： ：

夜

： ： 精読 精読

： ：

： ：

注：夜間時限は 時限から 時限で，科目によって異なる。

行い，基礎的な言語力を養う。「精読」で学

んだ語彙，文法などを反復練習できるように，

「読解」「会話」「閲読」が基礎科目としてあ

る。学生が自然な日本語で考え，話せるよう

にするため，「会話」の授業は日本人教師が

担当し，中国語版「みんなの日本語（ ・ ）」

（スリーエーネットワーク，中国外語教研出

版社）を使用している。日本語関連課目以外

では，学生は ， 年の 学期間，第 外国

語として英語を勉強する。

・ 学年の「精読」は，日本の文化，政

治，経済，思想などが盛り込まれた小説，エッ

セー，記事，科学分野の文章などを教材とし

て，さらに日本語力の向上を図る。「精読」「会

話」も継続され，高度な聴解に加え日本近代

文化鑑賞などの専攻型の科目や翻訳・通訳な

どの実用訓練型の科目がある。また，卒業後，

学生が日系企業で働くことを想定し，日本の

ビジネスに適応できるように「国際貿易実務」

「ビジネス日本語」「日本企業文化」も設置

されている。しかし現在，教員不足のため，「国



際貿易実務」は経済学部の教師が担当してい

る。

筆者は 年 年貴州大学で日本語を

専攻したが，その当時は「ビジネス日本語」

など経済・貿易に関わるコースは設置されて

おらず，近年加えられてきた新たな科目であ

る。

外国語としての日本語教育（資料

表 ）

西華大では，学部生は，英語，日本語，ロ

シア語の外国語の中から つを選択し，第

外国語として 年間勉強する。英語を選択す

る学生数に比べ，ロシア語と日本語を選択す

る学生数は少ない。ロシア語を選択する学生

は，中学校から勉強しており，毎年 名

名程度いる。日本語を選択する学生は英語を

苦手とする学生が多いが，日本語であれば初

修外国語として学びやすいというのがその選

択理由であることがほとんどである。漢字は

中国人にとって馴染みがあり，学習のプレッ

シャーがそれほど大きくないことも理由とし

てある。現在中国の大学では外国語が必須科

目であるが，英語を選択した場合，大学英語

級の試験に合格しなければ卒業できないと

いう中国政府の方針がある。それに対して日

本語を履修する場合，大学内で実施する毎学

期の日本語試験に合格すれば，卒業できると

いうのが学生とっての最大の利点である。

英語専攻の学生は第 外国語を履修する必

要がある。中日交流も盛んになりつつあると

伴に，英語ばかりではなく，日本語で簡単な

コミュニケーションもできる人材を求める企

業が出てきたため， 年制英語専攻の学生の

大半は，日本語を第 外国語として選択する。

また，英語専攻の大学院生も，第 外国語と

して日本語を 年間学ぶ。

第 ，第 外国語の日本語教育では，基礎

日本語力を養成することを目的に， 中日交

流標準日本語 を使用している。 コマ毎に

課ずつ進み，語彙，文法，内容の説明，聴

解，練習問題を行う。学部生と英語専攻 年

制学生は， 年間で初級上・下 冊を，大学

院生は 年間で中級上・下 冊を終了する。

「中日交流標準日本語」は，中国全域で 般

的に使用されている教科書で，現在，改訂版

が出版され，会話が盛り込まれているが，西

華大では，未だ旧版を使用している。

現在，マルチメディア教室が不足している

ため，外国語としての日本語教育は普通教室

で行われている。 クラス当たりの学生数は，

約 名である。

日本語能力試験

現在，中国国内で実施されている主な日本

語試験は 種類（表 ）ある。中国国内の日

本語試験 種類と日本の試験である。日本の

試験は，世界規模で実施されている日本国際

交流基金主催日本語能力試験（以下日能試）

で，中国国内の試験は在学日本語専攻対象の

ための日本語専攻 級と 級試験（大学外国

語教育指導委員会主催），学部生対象のため

の大学日本語 級試験（同指導委員会主催）

である。日能試は，毎年 月に申し込みを行

い， 月に試験を受ける。 川省では， 川

大学と 川外国語大学（重慶市）の ヶ所で

実施されている。

日本語専攻 級と 級は，それぞれ 年

と 年に始まった。 級の目的は， ・

学年で学習した基礎知識と基本技能が「大

綱」に示された基礎段階に達成しているかど

うか，また 級は， 年間の学習を通して，

総合的な言語技能とコニュニケーション能力

が 大綱 の上級段階に達成しているかどう

かをテストするものである。専攻学生は 年

生の下学期に 級を， 年生の上学期に 級

を受験する。 級のレベルは，日能試 級と

ほぼ同じ程度で， 級は日能試 級より高い

と評価されている。 級， 級受験は 回の

みという決まりがあるので， 回の試験に不
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合格となると，受験資格がなくなる。日本語

学科の学生は，専攻日本語 級と全国大学生

英語 級試験に合格することが卒業要件と

なっている。 級は卒業用件とはなっていな

いが，専攻の学生のほとんどが受験する。現

在 級以上の日本語能力は日本系企業に就職

する場合の最低条件となっており，学生全員，

日能試 級の合格を目指している。

大学日本語 級試験は 年に始まった。

非日本語専攻の学生は， 年生の下学期に受

験する。レベルは日能試 級と同程度である。

しかし，「大学日本語」（高等教育出版社）と

いう教材をもとにして試験問題が作成されて

いる上，作文も含まれているため，「中日交

流標準日本語」で学んでいる学生にとっては，

この試験は難し過ぎ，受験者は少なく，毎年

約 名の学生が受験しているのみである。

中国 川省・西華大学日本語教育事情

表 日本語試験

日本語専攻 級 日本語専攻 級 大学日本語 級

毎年 月に西華大学で実施 毎年 月に西華大学で実施 毎年 月に西華大学で実施

試験構成 点数（点）試験時間（分） 試験構成 点数（点）試験時間（分） 試験構成 点数（点）試験時間（分）

聴解 聴解 聴解

文字 文字 文字 語彙

語彙 語彙 文法

文法 文法 読解

文学 読解 作文

読解 句を作る

翻訳 作文

作文

合計

課外活動

西華大の日本語専攻学生が日本語に興味を

持ち，学習意欲を高めると同時に日本文化へ

の理解を深めるために定期的に以下のような

課外活動を実施している。

・文化祭

毎学期，日本映画の放映，カラオケコンテ

スト，日本文化についてのグラフィックや写

真展示，ホテルから日本料理調理師を招き，

日本料理を作って日本文化を体験するなどの

活動を通じて，日本文化を体験させる。

・日本語スピーチコンテスト

毎年，日本語専攻学生の中から優秀な学生

を選んで，駐重慶日本大使館主催日本語ス

ピーチコンテストに参加させている。

・「日本語コーナー」毎週 回，日本人教師，

日本語教師が学生と会話練習を行う。

・日本語集中コース 会話能力，聴解能力の

養成を目指し，毎学期実施している。

学生の就職状況

年，日本語学科設立時入学した学生

名が第 期生として卒業した。その中 名は

大学院（西安外国語学院，広州外国語大学，

川大学）に進学した。その他の学生は，就

職を希望し，内定者は約 ％である。成都は

中国の内陸地方に当たり，日本との貿易関係

は中国沿海地方と比べものにならないほど少

ないので，沿海地方の就職率がずっと高い。

就職先は広東省，福建省，山東省，浙江省な

どの日本と貿易関係にある中資あるいは合資

会社に集中した。トヨタなどの日系地元企業



に入社した卒業生は 名程度にとどまった。

英語専攻の卒業生が小・中・高学校の教師

をはじめとして広い分野で活躍することがで

きるのに対し，日本語が設置されている小・

中・高学校数が極めて少ない。 方，大学で

は修士・博士号の資格が必要であるため，日

本語専攻の学生の就職の門戸は狭い。また，

理工系などの学生と比較した場合，専門性に

薄く就職にマイナスとなっている。

日本語を第 外国語とする学生も，就職先

では英語のニーズが高く，日本語を勉強して

も役立たないと考える学生もいる。このよう

な就職状況は，今後の日本語教育に影響して

いくのではないかと考える。

日本語教員

年代前の中国においては，日本語分野で

の大学院設置は極めて少なかった。しかし，

年代後半以降，大学院が増加しつつある。

現在，西華大学では， 名の中国人教師のう

ち修士号取得者は 名で， 歳以上は 名の

みである。研究分野は日本語教育（ 名・早

稲田大学大学院），日本語学（ 名・ 川大

学）と翻訳（ 名・ 川大学）である。博士

号取得者はいない。教員の職称，年齢層分布

と学位取得の具体的状況は以下の表 ・ に

示した。

日本語教員は大学の日本語学科で養成され

ているが，大学の採用試験に合格しなければ

ならない。 年以降，修士号以上取得者が

必須条件の つとして定着してきている。採

用後，毎年 月 月， 川省では新任教員

対象の教員研修を実施し，教育法，教育心理

学，教学法などの試験に合格した後，教師の

資格を持つことができることになっている。

西華大では，青年教師を育成し，教育の質の

向上を図るために，新任教員は最初の 年間，

先輩教師の指導の下に，研修を受けながら授

業をするという「青年教師指導制度」を実施

している。

日本語科主任のコーディネートの下，日本

語教員 名中，教員 名は 年生から 年生

までの「精読」という授業を担当し，専門授

業は教員の研究分野によって決められる。筆

者は今学期 年生の「精読」と 年生の「文

法」の授業を担当している。「精読」は，週

コマ（ 時間）で，「文法」は，週 コマ

（ 時間）の合計 コマ（ 時間）を担当

している。

英語教員は，毎年アメリカ，イギリスなど

の国への派遣制度を実施し，教員研修を行っ

ているが，日本語教師は 時間程度の授業を

担当しており，研修に出かける時間的な余裕

がなく，教員研修は実施されていない。西華

大の中日間の研修制度は未だ始まったばかり

で，国内外での日本語研修を受けることは難

しく，自己研修が 般的となっている。前述

したように学生募集定員数の削減や学制の改

定に伴い，日本語履修学生数の減少により日

本語教師の負担が軽減されることが見込まれ，

今後日本語教師が研修の機会を得ることも可

能であると予測される。また，現在，若い教

員は修士，博士号の資格取得に積極的に取り

組んでいる。

課題

言語教育の焦点は教師から学習者へと移っ

ており，言語学習はコミュニケーション能力

の養成を目指している。言語教育のこのよう

な変化は日本語教育にも大きく影響を与えて

きた。従来の言語教育理論，言語教授法では，

コミュニケーション能力の養成など学習者の

ニーズに応えられなくなってきている。コ

ミュニケーション能力の養成，文化理解に焦

点をおいた教材開発，指導法を学ぶことので

きる教員研修が必要である。
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教科書における諸問題

初修・第 外国語としての日本語授業で使

用している「中日交流標準日本語（旧版）」

は大学 年間の時間数で消化できる内容と

なっており，基礎日本語力を養成する目的と

して中国全土で広く使用されている。また，

大学院生第 ，第 外国語と日能試をはじめ

とする多くのテストはこの教材をもとに作成

されているため，西華大でも使用している。

しかし，この教科書は内容的に古く，現在の

日本の生活，文化，経済などが適切に反映さ

れていないのが欠点である。また，文型，文

法中心に構成されているため聴解能力や会話

能力の養成を図ることは難しい。さらに，理

工系，経済専門分野の内容に乏しく学生の関

心が薄く，学習意欲を引き出し，知識の活性

化させる指導法に結びつかない。

日本語専攻向「聴解」「会話」「閲読」の教

材は，初級あるいは中級レベルの教科書しか

なく，初中級レベルの教材が非常に不足して

表 日本語専攻教員数・職称・年齢層分布（名）

歳以下 歳 歳 歳 合計

教授

助教授

講師

助手

日本人教師

合計

いる。日系企業での即戦力としての人材とい

う社会的ニーズに呼応していくためには，「ビ

ジネス日本語」などの専門科目の教材開発が

急がれる。

また，教科書の文化的要素も不足している

が多くの研究者によって指摘されている。ユ

ネスコの「持続可能な開発のための教育

（ ）」は，ユネスコは，第 回国連総会（

年）「持続可能な開発のための教育（ ）」

の発表において，「相違と多様性の尊重」「文

化の多様性と異文化理解」を提唱した。この

ような背景の下で，日本語学習者は日本語を

学ぶだけでは 分ではなく，現在の日本の社

会，経済，日本人の思考，生活などにも理解

を深める必要がある。しかし，授業時間数の

関係で，学部生向けの日本語授業には「日本

事情」は設けられていない。したがって，文

法中心の学習の中で，日本文化を簡単に紹介

するだけにとどまっている。これに対し，日

本語専攻では日本理解を図るために「日本事

表 各種学位取得者数（名）

歳以下 歳 歳 歳 合計

博士

修士

学士

表 教員研修参加者数（名）

国外研修 年 年 国内研修 新任教員研修

年以上

在日本研修中



情」を設置しており，日本の政治，文化，経

済，社会，地理，歴史などを紹介している。

しかし，この科目の学習時間は， 学期（週

コマ）のみで， 般的な内容に少し触れる

程度である。このような現状を改善するため，

他の授業にも文化的要素を導入し，文化指導

の工夫をしているが，教員自身の文化的知識

の不足， などデジタル化した効率的な

教科書や教材が不足している。

また，言語教育法に関する図書文献の不足

や教育予算等の事情から生教材の不足などの

問題があり，学習を困難なものにしている。

日本語指導における諸問題

授業形態

現在，西華大では 名の日本語専攻学生を

クラスに分け授業を行っているが，外国語

としての日本語教育は クラスあたり 名程

度である。教師の人数と比べると，学習者の

人数が多いことが問題である。したがって，

教室内では教師の指導が中心となり，クラス

が 斉に復誦する練習形式が 般的な指導法

である。「現代の言語教育の焦点は教師から

学習者へと移っている。学習者に多様な気づ

き，発見及び学習の楽しさを体験する機会を

提供し，学習者が積極的，効果的に学習する

ように目指す。」という言語教育の変革に応

えられない現状である。学生自らが発見し，

自主的に学習・練習し，学習過程を体験して

いく機会は極めて少なく，グループやペアで

の活動もなかなかできない。よって，学習が

大幅に制限されているといわざるを得ない。

また，教室外での日本語学習への支援活動が

ほとんどできないのもまた実情である。日本

語教育の「量」と「質」のバランスを測って

いくことが課題である。

学習スタイル

日本語専攻の学生は，入学後初習日本語を

学び始めるのが 般的である。中・高校時代

に英語学習で形成された学習スタイルやスト

ラテジーは日本語学習に役立つものもあるが，

マイナスの影響を与えるものある。受験体制

の中国の中・高校でも試験の評価が最も重要

である。学校では文法規則を学び，練習部分

は全て宿題となり，学生はその文法規則を暗

記するという伝統的な学習スタイルが用いら

れている。したがって，コミュニケーション

能力の養成は重視されていない。また，どの

ようにすればコミュニケーション能力を養成

できるのかということも理解されていない。

学習ストラテジーを適切に使うことで，言

語学習能力が向上し，自律学習が促進され，

同時にコミュニケーション能力を伸ばすこと

ができると考えられている。しかし，学習者

が 度身に付けた学習スタイルを「異なる別

のシステムに移行するには，発想の転換，心

理的な準備，形式の上での慣れなどの問題が

存在する」と岡崎は指摘している。教室活動

の中で，どのように新しいスタイルを形成で

きるのか，ストラテジーをどのように学生に

獲得させていくのか，それらを総合して新し

い能力の養成がどのようにすれば確実にでき

るか，ストラテジーはどのようにすれば学生

の積極的で自発的な学習の手法となり得るの

かなどの課題は今後検討していく必要がある

と考える。

指導法

現在西華大学の日本語教育における指導方

法は伝統的な教師主導型で，文法解説，語彙

説明，練習という文法能力の養成を中心に置

いている。教室内では文法説明・解析から導

入し，学生は教師によって説明された内容を

写す。また，ドリル，会話の暗誦を通して，

文型・文法の学習を促す。したがって，場面

や関係性による適切さを理解し適切な非言語

行動を踏まえ話すことができる社会言語能力，

コニュニケーション方略能力の向上などに関
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する指導は 分ではない。したがって，実際

のコミュニケーションがうまく取れなくなっ

たりすることも少なくない。今後，日本語教

育の観点から，学習者の学習スタイルを伸ば

し，多様な場面でのコミュニケーション能力

の養成を目的としたコミュニカティブ・アプ

ローチの指導法について日本語教員は学んで

いく必要があると考える。

文化指導

日本語学習者は，母語文化，中・高校で学

んだ英語文化の知識を持って日本語の授業に

臨んでくるが，異なる文法体系，文化習慣な

どの相異はさまざまなカルチャー・ショック

を起こす。しかし，教員の文化的知識不足，

教科書，生教材，副教材，教育方法に関する

文献不足などから，日本文化指導が 分とは

言えない。学習者が言語運用力の向上を図る

上で，日本固有の文化とその背景，中日文化

の共通性と相違について考えることによって，

文化理解を促していくことが重要である。今

後の文化指導に対して，「相対的文化理解を

促し，他の文化に対する関心や理解を図る肯

定的な態度の養成と母語文化と日本文化を対

照的に扱い，自国文化の姿もはっきり認識す

る」（水町）という指導を行っていくことが

課題である。

教員研修の必要性

日本語教師には「文化的な知識や学習者へ

指導方法を初めとする実践力を身につけるこ

とのほか，現代社会の動向に目を配り，絶え

ず，自らの資質・能力を，より良い教師を目

指して努力する」（水町）ということが求め

られている。教師は単に正しい知識を授ける

という役目を負っているだけではなく，教師

は「情報の収集者でもあり，意志の決定者で

もあり，教室活動と多文化の推進者」（菅原）

でもある。言い換えれば，日本語教師の実践

的知識，能力及び教育理念は「態度の変更」（岡

崎）にほかならないのである。このような教

師の役割は，日本語教育が成功するかしない

かに直接に関わっている。

西華大は， 年，日本語科大学院の設立

を目指している。これを受け，教育，言語，

文化などに精通した大学院教育を担うことの

できる日本語教員を育成することが求められ

ている。したがって，日本語教師の研修，ワー

クショップなど学術交流を通して，日本語教

員の質はもとより日本語教育の質及び学術研

究のレベルを 層高め，日本語教育の教授力

の向上を図り，教材開発等に従事できる人材

が必要となっている。

終わりに

言語教育は学習者の伝達能力の養成を目指

し，教授法，教材，教育活動等の領域の変革

が求められている。今後，西華大の学生のニー

ズを考慮した文化や社会などを紹介するデジ

タル教材開発などの副教材開発を行い，会話，

聴解，文化紹介など現状の課題を解決してい

きたい。また，教員研修を通して，教員の意

識の変化，日本語力の向上，教授力の改善な

どに著しい成果があがることを体験したが，

このような教員研修を西華大で実施していき

たいと考える。

注 ）「 」とは，中国の大学で 年次と

年次，アメリカの大学では 年次と 年次

の教育を行い，両大学から学位を授与するこ

とのできるという制度である。

（中国・西華大学外国語学院 講師）

（山口大学国際センター受託研究員）

（平成 年 月 年 月）
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資料 表 専門日本語教育

第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必

聴解 日語听力初級教程

天津南開大学出版社

必 日語听力初級教程

天津南開大学出版社

必

会話 軽松日語会話

華東師範大学出版社

必

第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必 新編日本語

周平等編

上海外語教育出版社

必

閲読 日語听力

華東師範大学出版社

必 日語听力

華東師範大学出版社

必

会話 みんなの日本語

（日） 公司

外語教研出版社

必 みんなの日本語

（日） 公司

外語教研出版社

必

閲読 日語閲読

外語教育研究出版社

必 日語閲読

外語教育研究出版社

必

日本語文
法

新編日語語法教程

皮細庚編

上海外語教育出版社

必 新編日語語法教程

皮細庚編

上海外語教育出版社

必

作文指導 大学日語写作

陳俊森編

華中理工大学出版

大学日語写作教程

蛯原正子，苑崇利編

外語教学与研究出版社

必 大学日語写作

陳俊森編

華中理工大学出版

大学日語写作教程

蛯原正子，苑崇利編

外語教学与研究出版社

必

日本事情 日本国家概况

劉笑明編著

天津南開大学出版社

必

英語 大学英語総合教程

上海外語教育出版社

必 大学英語総合教程

上海外語教育出版社

必
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第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必

聴解 日本語听力

華東師範大学出版社

必 日本語听力

華東師範大学出版社

必

会話 現代日語中級会話

張基温編著

外語教学与研究出版社

必 現代日語中級会話

張基温編著

外語教学与研究出版社

必

翻訳・通
訳

日漢互訳教程

高 主編

南開大学出版社

日漢翻訳技巧

朱蒲清編著

武漢大学出版社

必

英語 大学英語総合教程

上海外語教育出版社

必

国際貿易
実務

国際貿易理論与実務

王明明主編

機械工業出版社

注：経済学部の教師が担

当する。

必

ビジネス
日本語

新編商務日語総合教程

羅萃萃 阿部成主編

東南大学出版社

必

日本近代
文学鑑賞

日本近代文学選読

北京第 外国語学院日語

教研室編

上海訳文出版社

必

第 学年

科目名称
上 下

教 材 必／選 時間数（時間） 教 材 必／選 時間数（時間）

精読 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必 新編日本語

陳生保等編著

上海外語教育出版社

必
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論文指導 新編日語写作

王軍彦編著

上海外語教育出版社

必

翻訳・通
訳

日漢互訳教程

高 主編

南開大学出版社

日漢翻訳技巧

朱蒲清編著

武漢大学出版社

必 日漢互訳教程

高 主編

南開大学出版社

日漢翻訳技巧

朱蒲清編著

武漢大学出版社

必

日本近代
文学鑑賞

日本近代文学選読

北京第 外国語学院日語

教研室編

上海訳文出版社

必

ビジネス
日本語

新商務日語総合教程

羅萃萃．阿部成主編

東南大学出版社

必 新編商務日語総合教程

羅萃萃．阿部成主編

東南大学出版

必

日本文化 日本文化 王勇編著

北京高等教育出版社

選

日本文学
史

日本文学史 浜川勝彦編

日本奈良女子大学出版社

日本文学 劉利国編

北京大学出版社

選

日本企業
文化

自主教材 必

表 外国語としての日本語教育の教材

類 別 教 材

学部生向第 外国語 中日交流標準日本語（初級上下）

人民教育出版社，日本光村図書出版株式会社合作編写

北京人民教育出版社

英語専攻向第 外国語 学部生 中日交流標準日本語（初級上下）

人民教育出版社，日本光村図書出版株式会社合作編写

北京人民教育出版社

大学院生 北中日交流標準日本語（中級上下）

人民教育出版社，日本光村図書出版株式会社合作編写

北京人民教育出版社
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表 外国語としての日本語教育の教材

類 別

時間数（時間）

合計時間数 備 考第 学年 第 学年 第 学年 第 学年

上 下 上 下 上 下 上 下

学部生向第 外国語 週 回（ コマ）
分 コマ

英語専攻
向第 外
国語

学部生

大学院生

注：空欄は未開講。

【参考文献】

岡崎敏雄・岡崎眸「日本語教育におけるコミュ

ニケーション・アプローチ」凡人社，

菅原永 訳「第 言語習得の理論と実践」松

柏社，

友紀子訳「言語学習ストラテジー」凡人社

縫部義憲監修・水町伊佐男編集「講座・日本

語教育学第 巻 言語学習の支援」スリーエー

ネットワーク 前書き

縫部義憲監修・水町伊佐男編集「講座・日本

語教育学第 巻 文化の理解と言語教育」スリー

エーネットワーク

第 回国連総会（ 年）

高校日語専業 級考試制定小組編「高校日語

専業 級考試大綱 修訂版」上海外語教育出版

社

高校日語専業 級考試制定小組編「高校日語

専業 級考試大綱」上海外語教育出版

「大学日語 級大綱及様題」上海外語教育出

版社




